
8 ニュースレターvol.95 9ニュースレターvol.95

花見と共に文化をひろめた桜の名所

尾張名所図会

今昔
な ご や の ま ち 庄内川の花見

名古屋市西区東枇杷島町、清須市西枇杷島町

特集「龍影閣（旧名古屋博物館品評所）」

「明治の迷宮都市」 東京・大阪の遊楽空間お気に入りの一冊 著　　者：橋爪紳也
出 版 社：平凡社
請求番号：Ba-ハ

明治初期、全国各地で博覧会が大流行しました。
文明開化の新風俗としてもてはやされた博覧会は、
日本で最初といわれる京都博覧会を皮切りに、各地
でさまざまな規模・内容で開催されました。その後、
博覧会で集まった品物を常時展示する場として、各
地で博物館が建設されるようになりました。
名古屋にも県内の産業振興を目的とした博物館

が、明治11（1878）年9月、門前町（現在の中区大須）総見寺境内に建設されまし
た。開館を記念して9月から11月まで愛知県博覧会が開催されました。この博覧会
で品評所として建てられたのが龍影閣です。同年10月26日、明治天皇が北陸・東海
道を御巡幸の際にこの博覧会をご視察になり、陛下の便殿（休息場所）として使用
されました。
昭和7（1932）年、龍影閣は都市計画により西春日井郡庄内町（現在の西区）庄

内公園に移築されました。その後、移築改修を経て、昭和43（1968）年熱田神宮へ
寄進され現在地に移築されました。
平成13（2001）年、龍影閣は希少な博覧会の建造物として国登録有形文化財建

造物に指定されました。現在、熱田神宮内にある龍影閣は、見学のための立ち入り
はできませんが、1階は結婚式場として利用され、2階の玉座は当時のまま保存され
ているということです。

全国に誇るまちづくりの専門図書館です。名古
屋市の戦災復興に関する資料や都市計画関連図
をはじめ、都市計画概要などの行政資料、建築・交
通・環境などの専門書、研究機関・シンクタンクなど
の調査研究報告書などを収集しています。
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まちづくりライブラリー

名古屋学院大学より1名インターンシップ、名古屋
市内の中学校5校から職場体験学習にみえました。
受付業務、端末検索、盗難防止用のテープ貼り、蔵
書点検のバーコードなどを体験しました。

ライブラリー資料展

インターンシップ受入・中学生職場体験報告

◆関連資料　※（　）内はまちづくりライブラリーの請求記号です
『新修名古屋市史　第5巻』名古屋市／編（Sc-ﾅ）
『名古屋の博物館』名古屋市博物館／編（2B40-82）
『明治・名古屋の事物談』服部鉦太郎（Sc-ﾊ）
『百年むかしの名古屋』名古屋地下鉄振興株式会社／編（Sc-ﾅ）
『郷土文化 通巻200号博覧会特集号』名古屋郷土文化会／発行（Sc-ﾅ）
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お城の方向を望む

桜並木のあったと思われる堤防

◆関連資料　※（　）内はまちづくりライブラリーの請求記号です
「尾張名所図会後編三」岡田啓・野口道直／著愛知県郷土資料刊行会) (Sc-ア)
「名古屋市史第四巻」新修名古屋市史編纂委員会／編名古屋市(Sc-ア)
「西枇杷島町史」西枇杷島町史編纂委員会／編西枇杷島町(2040-41-64)

「名古屋叢書三編第十三巻天保會記鈔本」名古屋蓬左文庫/
編名古屋市教育委員会(Sc-ナ)

この絵は、尾張名所図会に記載されている江戸時代の庄内川の花見の様子です。
図会は、庄内川右岸から、城下を望むものでかなたにお城、中島をはさみ二本の橋

が架けられていることから枇杷島橋下流と考えられます。
江戸時代の春を彩る花は、桃、梅、桜、つつじなどもあり、娯楽が少ない江戸時代の人 を々
の目を楽しませていました。現代の花見と言えば桜のイメージとは違っていたようです。
　この図会の花見の対象となっているは、桜です。この桜は、景観を良くするため(藩の命
令によって)弘化2年(1845年)川の両堤に数千株植えられました。植えられた桜は、彼岸
桜、いと桜、山桜、八重桜など多くの種類があり長い期間、楽しむことができました。
　図会には、風雅な人や物見遊山の人々が川面や堤に訪れ桜を楽しんでいる様子がうか
がわれます。花見の賑わいの様子を

市人もかへさばおなじ桜かりつつみせげなるはなのころかなと
詠われています。

　当時、庄内川堤は、城下の桜の名所で堀川日置橋付近に次ぐと言われていました。この
ほか、当時の桜の名所としては、桜天神、西本願寺、八事天道高照寺などがありました。
　現在は、このあたりの堤防には桜の姿は見受けられず当時の賑わいは感じることはでき
ません。

わたしのお薦めする本は「明治の迷宮都市（橋爪紳也）」です。
この本では、近世から近代へと大きく転換した時代であり、近代都市計画が導入された明治・大正期の都市の

状況が書かれ、合わせてそれを今の都市に投影し、さらにはそこから未来都市を予想しています。
大阪の代表的な繁華街である千日前や難波が、かつてはまちの外縁部に位置し墓場や刑場のある寺町や仮

設の見世物小屋の立ち並ぶ興行地であったが、都市の成長に伴い大胆な土地利用転換が図られたこと。
人の高さへの憧憬の欲望を満たすように眺望点の設置が、寺社境内地の自然地形から人工物へ移行し、それ

らはさらに高くとの要求に応えていったこと。
実験的な理想都市であった博覧会の開催などを、ふんだんに挿絵をのせ、わかりやすい文章で紹介しています。
さらに現代都市との相関やそこから予想される未来都市についても書かれており、ちょっと興味を持って読んで

いただくには最適な本です。
全体が６章立てになっており、空いた時間で手軽に読んでいただけると思いますので、ぜひ一度手に取ってみて

ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Ｋ）

ミニ資料展
「アートがつなぐ“まちづくり”」展
2013/2/22（金）～3/22(金)

現在の龍影閣（熱田神宮境内）

名古屋都市センターで開催される夜間連続講
座・まちづくり講演会「アートが“まち”を救う!?」
にあわせ、“アートとまち
づくり”に関連する資料
を集め展示しています。


